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1  研研究究のの概概要要とと位位置置付付けけ 
1.1  研研究究のの背背景景とと目目的的 
再開発による商業施設やオフィスビルの新設は、国内

外の企業誘致や都市機能の向上に貢献する一方で、画一

的・均質的な開発によって都市の創造力の源泉ともなる

経済的・文化的・社会的多様性の低下をもたらす懸念も

孕んでいる。都市の創造力の源泉として、多様な経済的・

社会的・文化的担い手が必要であることが指摘されてお

り注１)、地域に規模の大小異なる多様な店舗・事業者がい

ることは重要である。しかしながら、都心周辺の密集市

街地に立地する小規模店舗は、大規模再開発の影響を受

けやすい。再開発により賃料が上昇し、小規模店舗の経

営が立ち行かなくなることもあれば、建造物の老朽化や

建物の高密化解消に向けた取り壊しや街路拡幅、空地整

備等の対策によって退去を余儀なくされることもある。 

このように、再開発周辺地区は、小規模店舗にとって持

続性の担保が難しいことが一般的ではあるが、駅周辺エ

リアや再開発地区に隣接するエリアにおいて小規模店舗

が集積する事例も確認できる。例えば、大阪府中崎町や

南海難波駅東側のような、主要駅や再開発エリアに隣接

する密集市街地においても、大規模な再開発が行われず、

小規模店舗が、域外からの顧客を惹きつけている注2)。 

本研究は、再開発エリアに隣接する密集市街地におい

て、小規模店舗増加メカニズムを明らかにすることを目

的とする。具体的には、研究調査の対象を、福岡県福岡

市六本松1丁目とし、周辺地域の開発経緯を踏まえなが

ら、同地区の地区条件(空間特性・賃料)と店舗出店動機

の関係性を分析する。都心周辺の密集市街地の価値につ

いて、地区の実態や特徴を踏まえながらその評価を見直

すことで、都心周辺の市街地の都市政策の検討の一助と

することが本研究のねらいである。 

 

1.2.  既既往往論論文文のの整整理理とと本本研研究究のの位位置置付付けけ 
 小規模店舗の集積に関する研究については、都心や再

開発区、駅に隣接するエリアを対象とした調査がある。

小川(2018)の南海難波駅東側の小規模店舗集積エリア調

査では、土地区画整理事業と都市計画道路整備の二つの

都市計画が行われなかったことで大規模な開発が行われ
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ず、賃料が低さと特徴的な空間的特性が小規模店舗の集

積を促進させたと指摘している。次に、篠田(2008)や前
田(2012)、熊谷(2016)の調査では、都市区画整備の影響

を受けずに築年数の長い木築が現存する大阪市中崎町に

おいて小規模店舗数が増加している特徴について説明し

ている。同地区は、元々「知る人ぞ知る」コアな顧客が

訪問する地区であったが、ブランドイメージが確立され

ていく中で、一般の観光客が訪問する地区へと変化して

いる。同氏は、店舗増加のきっかけとなったキーパーソ

ンの存在についても言及しており、店舗集積を誘発させ

る者の存在も重要であるといえる。 
 上記の既往研究が示す通り、都心や再開発エリアに隣

接するエリアであっても、大規模な再開発を抑制する一

定の条件があれば、小規模店舗にとって進出可能な地区

になる可能性がある。ただし、空洞化・衰退した地区で

あっても、その後の店舗集積に伴い、地区のブランドが

確立した場合には、賃料や環境が変化し、撤退を余儀な

くされる可能性もある。ジェントリフィケーションの二

段階理論においては、地区活性化は大きく２つのプロセ

スで進むと指摘されている。まず、一段階目では、ジェ

ントリファイヤーと呼ばれる「衰退した土地を更新する

財力」と「衰退した都市に入り込むリベラルな選好」を

有している人材が地区へ流入し、地区内の古い建物がカ

フェやレストランに改修されていき、地区のイメージが

改善される。二段階目では、地区活性化によって、大手

ディベロッパーやハウスメーカーが注目し、再開発を進

めることで地代が上昇し、地区への初期流入者が追い出

されるというものである。 
 本研究では、六本松１丁目における店舗増加メカニズ

ムを理解するために、同地区の小規模店舗の出店動機に

貢献する空間特性・賃料について分析する。その際、既

往研究で指摘される大規模な再開発を抑制する地区特性

や同地区に早期に進出した小規模店舗群(ジェントリフ

ァイヤーの役割を担う店舗・事業主)の特徴や出店動機等

を考慮しながら、店舗増加に貢献する要素を検討する。 
 

1.3. 研研究究のの方方法法 
本研究では、まず 2章で、調査エリアである六本松１

丁目の概要と周辺地域の特徴、３章にて同地区の物的空

間の特徴についてまとめ、調査エリアの特徴について示

した。その後、４章にて、インタビュー調査で得たデー

タを元に、店舗数の増加、第５章で、出店店舗の概要、

賃料、出店動機、事業主の特性・趣向、第６章で不動産

仲介業者や内装施工業者の店舗出店における役割につい

て示す。最後に、７章で、４章までに述べて同地区の特

徴を踏まえながら、店舗増加メカニズムについて考察を

行った。尚、本研究の対象エリアは、六本松 1 丁目のう

ち、南西部に位置する住宅地区とする（図２赤色部分）。 

2. 調調査査エエリリアアににつついいてて 
2.1 六六本本松松 1丁丁目目のの概概要要 
本研究の対象地である六本松1丁目は、福岡県福岡市

中央区に位置する。同地区の敷地面積は約 16 万平方メ

ートルであり注6)、護国神社の境内、福岡大学附属大濠中

学校・高等学校等が立地している(図１)注７)。住宅地区は、

六本松1丁目の総面積の約3分の1にあたる約5万平方

メートルの面積を有し注６)、約 380 戸注 8)の住宅が立地し

ている第一種住居地域である。 

2.2. 調調査査エエリリアアのの周周辺辺地地域域ににつついいてて 
福岡市は人口約160万人(2022年時点)の地方中枢都市

であり、同地区は、都心部注３)から西方へ約2.5キロメー

トル注４)西方に立地している(図２) 注 5) 同地区は、北方の

大濠エリアと再開発が進む南方の九州大学跡地の再開発

エリアの中間に位置する。 
まず、大濠エリアには、福岡市を代表する大濠公園と

舞鶴公園の２つの緑地公園がある。大濠公園は、総面積

が約 39 万 8 千平方メートルの全国有数の水景公園であ

り、公園内には周遊道、児童遊園、日本庭園、ボートハ

ウス等がある。舞鶴公園には、福岡城跡や競技場、広場

等が立地している。両公園は、設置管理許可制度や Park-
PFI制度を活用し、園内にカフェやレストラン、バーベ

キュー場を設置しており、週末休日は多くの現地住民や

観光客が訪れる。加えて、大濠公園・舞鶴公園の敷地内

には、福岡市立美術館や福岡県立美術館(新設予定)、アー
ティストカフェ・フクオカ等の芸術関連施設も立地して

いる文化芸術施設が多く立地するエリアである。 

次に、南方のエリアには、九州大学キャンパス跡地再

開発エリア(図２参照)がある。南方エリアの再開発動向

を表１に示した。2009年までは九州大学六本松キャンパ

スが立地していたが、九州大学の福岡市西区への統合移

転に伴い、跡地再開発が行われた。表２注 11)が示す通り、 
福岡市中央区、六本松全体では人口増加が確認できる

が、六本松１丁目の六本松４丁目の人口については減少

しており、これらは九大移転による影響であると予想で

図 1 六本松１丁目の構成要素の位置関係図注７)   

(Google Map を用いて筆者作成) 

NHK 放送局 

護国神社境内 福岡大学附属 

大濠中学校・高等学校 

調査エリア 
六本松 1丁目 

― 14 ―



 

 

きる。九州大学移転から 8年後の 2017年、跡地に、商

業施設である六本松 421 が開業し、周辺には裁判所、福

岡市科学館、九州大法科大学院、分譲マンション、シニ

アマンション等も開業した。表２が示す通り、2015年か

ら 2020 年にかけて、六本松全域で人口増加と地価上昇

が確認できるが、特に六本松４丁目の人口増加幅が相対

的に大きく、大学跡地再開発が地域の人口の増加や地価

上昇に影響を与えていることが予想される。また、2023
年には福岡市営地下鉄七隈線の延伸が行われ、六本松駅

が福岡市の中央駅である博多駅と直結した。博多駅から

は約 15 分で到達可能であり、アクセス性の向上と移住

者の一層の増加が予想される。 

 

 

 

2.3. 調調査査エエリリアアのの特特殊殊性性にによよるる大大規規模模再再開開発発のの抑抑制制 
同地区には、戦時中・終戦後初期に戦地から帰還した

人々が、護国神社から土地を提供され住んでいたとされ

る注9)。そのため、同住宅地区は、今日までその土地は護

国神社に所有されている。同住宅地区の住人、つまり借

地人は借地権を持ちながら生活しており、入居時に敷金、

毎月地代を護国神社に対して支払う必要がある。また、

借地人が転出に際し護国神社に借地権を返納した場合は、

原則として更地にして神社に返納する必要がある注 10)。

この歴史的背景に紐づく土地所有者の特殊性により、同

地区では戦後から今日まで大規模な再開発が行われなか

った。前項で示したように、同地区南部のエリアの大学

跡地では再開発が進んだが、同地区は再開発の対象エリ

アとはならず、築年数の長い木造建築物が現存している。 

 

3調調査査エエリリアアのの物物的的空空間間のの特特徴徴 
 3.1分分析析のの流流れれ 
空間特性と出店店舗特性の関係性の分析にあたり、同

地区の建物の密集度、建物構造、建物階層、建物年数を

調べた。調査にあたり、福岡市からご提供いただいた都

市計画基礎調査(2017年度版データ)の情報を元に、GIS
で分析を行った。また、他地域と比較した上での六本松

1 丁目の立ち位置を明確に示すために、六本松 1 丁目、

六本松 2 丁目、六本松 3 丁目、六本松 4 丁目の建物数、

建物密度、建物構造、建物階数について同様に集計を行

った。尚、建物築年数の他地域との比較については、築

年数データ取得が難しかったため、実施していない。 
 
3.2 一一戸戸ああたたりりのの建建物物面面積積 
 同地区及びその周辺エリアにおける１戸あたりの建物

面積 50 平方メートル以下の建物分布図を示した。図３

が示すとおり、同地区は建物密度が相対的に高く、建物

面積の小さい建物が集中していることが確認できた。ま

た、表 3 が示す通り、調査エリアの建物密度(棟/m2)は
0.0077 であり、これは六本松 2 丁目(0.0029)、六本松 3
丁目(0.0025)、4 丁目(0.0013)の数値よりも大きく、どう

エリアの建物密集度が高いことが確認できた。 
 

3.3 建建物物階階層層 
  建物階層については、同地区及びその周辺エリアの３

階以下の建物をオレンジ色で示した（図４）。その結果、

同地区には３階層以下の建物が集中していることが確認

できた。 

表 1 六本松 1丁目南方エリアの再開発動向について 

2005 福岡市営地下鉄七隈線六本松駅開通 
2009 九州大学六本松キャンパス移転 
2017 商業施設 六本松 421 開業 
2023 福岡市営地下鉄七隈線の博多駅への延伸が完了 

(筆者作成) 

表２ 六本松地区における人口・地価の推移 

 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 2020 年 
中央区総人口(人) 151,602 167,100 178,429 192,688 205,501 
六本松地区人口合
計(人) [1~4 丁目] 

5,514 6,535 6,657 6,916 8,448 

１丁目人口(人) 1,020 962 854 669 787 
2 丁目人口(人) 1,077 1,220 1,371 1,513 1,625 
3 丁目人口(人) 1,992 2,579 2,772 3,078 3,115 
４丁目人口(人) 1,425 1,774 1,660 1,656 2,921 
六本松地区地価 
(円/m2) 

293,400 240,200 227,666 260,333 436,222 

国勢調査(参考文献11)及び公示地価(参考文献12)を元に筆者作成 

図 3 １戸あたりの建物面積50 平方メートル以下の建物分布図 

(福岡市都市計画基礎調査(2017)を用いて筆者作成) 

図 2 福岡市都心部と六本松 1丁目の位置関係図注 5)   

(Google Map を用いて筆者作成) 

大濠公園駅 

天神(都心) 

舞鶴公園 
約 2.5km 

大濠公園 

福岡市美術館 

調査エリア 六本松 1丁目 

六本松駅 

再開発エリア六本松駅 

九州大学六本松キャンパス跡地 
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3.4 建建物物構構造造 
 建物構造（図５）について、同地区及びその周辺エリ

アの建物構造(木造、鉄筋コンクリート、非木造、不明)で
示した。その結果、同地区は、周辺地域と比較して木造

構造が密集かつ集中しており、鉄筋コンクリート構造の

建物が少ないことが確認できた。 

 
3.5 建建物物築築年年数数 
建物築年数については、都市計画基礎調査のデータに

よって同地区の建物がすべて 1993 年以前に建てられた

ことは確認できた。一方で、1993年以前に建てられた建

物については、都市計画基礎調査の情報からは正確な築

年数は把握できなかった。一方で、戦後から地域住民や

店舗、不動産仲介業者への聞き取り調査によると注 13)、戦

後からこれまで建て替えられたことがほとんどなく、築

年数が古い建物が多く現存していることが確認できた。 
 

3.6 調調査査エエリリアア周周辺辺地地域域ととのの物物的的空空間間のの比比較較 
 六本松エリアの物的空間について他地域との比較を行

ったところ(表３)、調査エリアは他エリアと比較して、建

物密度が高く、木造構造割合が著しく高く、鉄筋コンク

リート構造割合が著しく低く、低層の割合が著しく高く、

高層の割合が著しく低いことが確認できた。尚、六本松

1 丁目は護国神社境内や教育施設を含むため、調査エリ

ア(六本松 1 丁目の住宅地区)と区別して表記している。 

 
3.7 調調査査エエリリアアのの物物的的空空間間のの特特徴徴：：低低層層木木造造密密集集市市街街地地 
 調査エリアの空間的特性についてまとめると、①低層・

高密である、②一戸あたりの建物面積が小さい、③木造

構造の割合が極めて高く、鉄筋コンクリート構造の割合

が極めて低い、④築年数が古い、が挙げられる。同地区

は、まず前提として、第２章で述べた通り、護国神社が

その土地を所有しているため大規模な開発が難しい。加

えて、新築を立てる場合は、現行の建築基準法に則って

接道義務を守る必要があるが、前述の通り、同地区は一

戸あたりの面積が小さく密集しているため、建て替えは

容易なく、改修での利活用が現実的あるといえる。 
同地区は既往研究で述べられていた築年数の長い木造

建物が確認できた。物的空間の特性地区の歴史的背景に

よって大規模な再開発の実施が難しい点において、既往

研究で店舗増加が見られた中崎町や南海難波駅東側との

類似性が確認できた。また、ジェントリフィケーション

の二段階理論の一段階目で議論されている「古い建物を

改修して…」の部分に対応する古い建物の現存も確認で

きた。したがって、同地区は、ジェントリフィケーショ

ン二段階理論における、ジェントリファイヤー流入ため

の物的空間の一定の特性を満たしているといえる。 
 
4調調査査エエリリアアににおおけけるる店店舗舗数数のの推推移移 
4.1. 分分析析のの流流れれ 
 同地区での店舗数推移を確認するために、研究調査を

実施した 2023年から過去 20年間について、5年おきに

事業者数の計測を実施した。計測には、２種類のデータ

を用いた（表 4）。まず、一つ目(表 4 の項目１)は、ゼン

リン株式会社が毎年発行している住宅地図データを用い

た。研究調査を実施した 2023年を始点とし、5年おきに

５枚住宅地図データ (2023 年, 2018 年, 2013 年, 2008
年, 2003年)を集め、各年において商業用途の建物数を調

べた。尚、商業用途の建物数に、公共施設、宗教関連施

表３ 周辺地域との物的空間比較  

 面面積積((mm22))  
建建物物総総数数  

((棟棟)) 

建建物物密密度度  

((棟棟//  mm22))  

木木造造割割合合  

((%%))  

鉄鉄筋筋ココンンククリリ

ーートト割割合合((%%))  

六本松１丁目 165,731 432  0.0026  87.7  11.6  

調査エリア 50,000 386  0.0077  93.3  6.2  

六本松２丁目 62,586 180  0.0029  45.0  51.7  

六本松３丁目 133,278 333  0.0025  54.1  44.1  

六本松４丁目 138,938 183  0.0013  53.6  42.6  

  
 低低層層割割合合((%%))  

[[33FF 以以下下]]  

中中層層割割合合((%%))  

[[44FF,,  55FF]]  

高高層層割割合合((%%))  

[[66FF 以以上上]]  

六本松１丁目 95.6  1.2  3.2  

調査エリア 99.7  0.3  0.0  

六本松２丁目 64.4  13.9  21.7  

六本松３丁目 79.6  9.3  11.1  

六本松４丁目 72.7  11.5  15.8  

(福岡市都市計画基礎調査(2017)を用いて筆者作成) 

図 5 建物構造別分布図  

(福岡市都市計画基礎調査(2017)を用いて筆者作成) 

■：木造 

■：鉄筋コンクリート 

■：非木造 

図 4 階層別の建物分布図 

(福岡市都市計画基礎調査(2017)を用いて筆者作成)  

  

■：低層(3F以下) 

■：中層(4F, 5F) 

■：高層(6F以上) 
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設は含まない。具体的な調査方法としては、氏名表記(片
仮名表記、英語表記含む)以外の建物の数を計測した。そ
の結果、表 5の結果が出た。ただし、同データは、事業
所と店舗の分別が研究者の主観である点、店舗業態の把

握が難しい点等の制約があるため、店舗数の正確な把握

は難しい。そこで、表４の項目２の調査も実施した。同

調査においては、2023 年 1 月にゼンリン株式会社より
発行された住宅地図を参考にしながら、研究者が同地区

に訪問し (2023年 4月・5月)注 12)、実地調査と聞き取り
調査で出店店舗数及び店舗の業態、出店年度の確認を行

った（表５）。尚、出店年度の把握にあたっては、インタ

ーネット調査、地区住民・不動産仲介業者への聞き取り

調査も並行して実施し、整合性をとった。 

4.2. 調調査査結結果果：：店店舗舗数数のの増増加加 
表４の調査から、2003年から2023年の期間において、
同地区の店舗数が増加していることが確認できる(表５)。
特に、2018年から 2023年の５年間において、増加幅が
相対的に大きい。また、表６が示す通り、2018 年から
2023 年の５年間のうち、2021 年と 2022 年については
1年当たりの出店店舗数が 10軒を超えており、より顕著
な増加が確認できる。 

 

 

表 4 店舗数の推移分析に用いたデータの種類  

デデーータタのの種種類類  デデーータタ算算出出方方法法とと制制約約  
①住宅地図 株式会社ゼンリンが発行する住宅地図を使用。建

物上に記載されている名称のうち、個人名・アパー
ト名を除く表記の建物数を数えた。その際、公的機
関や公共施設、宗教施設は除外した。尚、個人名と
店舗名の判別は研究者の主観に頼るため、店舗数
の正確な数値ではない。2023 時点の数値について
は、現地調査含めて数値を示した。 

②現地調査、イン
ターネット調査、
聞き取り調査 

2023 年 5 月時点に出店している店舗について、
店舗数と出店年度の調査を実施した。現地調査、イ
ンターネット調査、聞き取り調査を実施。 

(筆者作成) 

表５ 六本松 1丁目における店舗数推移 

年度(年) 店舗数(店舗) 
2003 28 
2008 36 
2013 38 
2018 42 
2023 58 

(株式会社ゼンリン発行住宅地図・筆者による現地調査を元に作成) 

表６ 店舗の業態、出店年度、仲介業者、内装施工業者整理 

NNoo..  業業態態  出出店店年年度度  
((年年))  

出出店店時時期期  不不動動産産仲仲介介業業者者  
のの担担当当店店舗舗  

内内装装施施工工業業者者
ααのの担担当当店店舗舗  

1 生活 1963 ① - - 
2 生活 1963 - - 
3 美容 1975 - - 
4 美容 1990s - - 
5 飲食 1996 - - 
6 飲食 2008 - - 
7 美容 2009 - - 
8 建築内装 2009 - - 
9 飲食 2012 ② - - 
10 雑貨 2013 - - 
11 飲食 2013 - - 
12 飲食 2014 - - 
13 飲食 2015 - - 
14 建築内装 2016 不動産仲介業者 A ○ 
15 飲食 2016 - ○ 
16 衣類 2018 ③ - - 
17 書店 2018 不動産仲介業者 A ○ 
18 雑貨 2018 不動産仲介業者 A ○ 
19 雑貨 2018 - - 
20 飲食 2018 不動産仲介業者 A (アドバイスのみ) 

21 飲食 2018 - - 
22 飲食 2018 不動産仲介業者 A (アドバイスのみ) 

23 デザイン 2018 - - 
24 衣類 2019 不動産仲介業者 A ○ 
25 衣類 2020 - - 
26 飲食 2020 不動産仲介業者 A - 
27 飲食 2020 不動産仲介業者 A - 
28 その他 2020 不動産仲介業者 A - 
29 雑貨 2021 ④ 不動産仲介業者 A - 
30 飲食 2021 不動産仲介業者 A - 
31 飲食 2021 - - 
32 飲食 2021 - - 
33 飲食 2021 - - 
34 飲食 2021 - - 
35 飲食 2021 不動産仲介業者 A - 
36 衣類 2021 - - 
37 美容 2021 - - 
38 美容 2021 - - 
39 書店 2022 不動産仲介業者 A ○ 
40 飲食 2022 不動産仲介業者 A - 
41 飲食 2022 - - 
42 飲食 2022 - - 
43 飲食 2022 不動産仲介業者 B - 
44 飲食 2022 不動産仲介業者 B - 
45 その他 2022 - - 
46 その他 2022 - - 
47 衣類 2022 不動産仲介業者 B - 
48 衣類 2022 - - 
49 美容 2022 不動産仲介業者 B - 
50 占い 2022 不動産仲介業者 A ○ 
51 美容 - - - - 
52 美容 - - - - 
53 雑貨 - - - - 
54 美容 - - - - 
55 美容 - - - - 
56 美容 - - - - 
57 飲食 - - - - 
58 教育 - - - - 

※―は不明を指す。今後、継続して調査を実施する予定 
(筆者による聞き取り調査を元に筆者作成) 

図 6 店舗分布(※番号は表５に対応) 注 14）  

(表 4 ①②の調査結果を元に筆者作成) 
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5. 店店舗舗のの賃賃料料、、業業態態、、出出店店動動機機・・趣趣向向ににつついいてて 
5.1. 分分析析のの流流れれ 
まず、表５・表６の調査結果で算出された出店年度を

踏まえ、表７で示す通り、店舗を５つの出店時期に分類

して表にまとめた。九州大学移転以前に出店した店舗

(2009年以前に出店した店舗)を「出店時期①」、九州大学

キャンパス跡地の再開発による商業施設の開業年より前

に出店した店舗(2010年〜2017年)を「出店時期②」、商

業施設開業後 3 年以内で比較的増加幅が緩やかな時期

(2018 年〜2020 年)を「出店時期③」、2020 年以降の店

舗増加が顕著な時期に出店した店舗(2021 年・2022 年)
を「出店時期④」と定義した。出店年度把握ができなか

った８店舗は「出店年度不明」と記載している。サンプ

リングでは、各出店時期において無作為に選んだ約５店

舗に対してインタビューを打診し、その中から 30 分以

上聞き取り調査を了承していただいた 2〜３店舗を記載

している。尚、本著スアは、出店数の母数に対して聞き

取り調査実施店舗数が著しく少ないため、今後、聞き取

り調査先店舗数を増やして妥当性の向上を図る。 
 

次に、出店時期①から出店時期④に出店した店舗につ

いて、それぞれ２〜３店舗に対して聞き取り調査を実施

した。聞き取り調査では、賃料に加えて、①同地区に出

店した動機、②事業主のこだわりや趣向、③同地区の他

店舗の印象について、半構造化インタビューの手法を用

いて行った。 

賃料の把握については、聞き取り調査でデータを収集

した。聞き取り調査を用いた理由は、①六本松１丁目に

限定した地価の入手が難しいため、②同地区は護国神社

の借地であり、地価の情報が公開されづらいため、③同

地区の物件についてインターネット上で情報入手が極め

て困難なため、である。尚、聞き取り調査においては、

データの整合性を可能な限り上げるため、店舗、不動産

仲介業者、内装施工業者の３者に聞き取りを行い、多角

的な視点から検証をすることで整合性をとった。尚、賃

料については店舗のプライバシーに関わるため詳細は明

記できないため、2015 年前後出店店舗の賃料を N 注 15)

と置き、それ以外の店舗については相対的な値で示した。 
店舗の出店動機や店舗事業主の特性・趣向の調査につ

いても、出店時期①から出店時期④から各々２〜３店舗

ずつ、店舗 A から店舗 I に聞き取り調査を実施した。 
5.2 聞聞きき取取りり調調査査デデーータタのの制制約約 
本研究においては、聞き取り調査先店舗数を十分に確

保できなかったため、不動産仲介業者及び内装施工業者

に対して補填的に聞き取り調査を実施することでデータ

の妥当性の向上を図った。例えば、出店時期③の店舗に

ついては、12 店舗中の３店舗(約４分の１)に対して直接

聞き取り調査を行い、それを補填する形で、出店時期③

に出店した店舗母数の６割以上を仲介した不動産仲介業

者 A、出店時期③に出店した店舗の約４割の内装施工に

携わった内装施工業者αに聞き取り調査を実施すること

でデータの妥当性の向上を図った。このアプローチによ

って、出店時期③に関するデータの妥当性は最低限確保

できているといえる。一方で、出店時期④については、

出店数の母数に対して聞き取り調査先店舗数が少なく、

今後の調査において、聞き取り調査先店舗数を増やす必

要がある。 
 
5.3 調調査査結結果果：：賃賃料料ににつついいてて 
まず、店舗 A〜店舗 I の賃料については、表８に示し

た通りである。同地区の賃料の仕組みについて改めて整

理すると、同地区の土地の所有者は護国神社であり、建

物の所有者は借地人である。借地人は、護国神社に借地

料を支払う必要がある。同地区の店舗は、借地人から建

物を借用しているため、店舗が支払う賃料は借地人の設

定する金額に依拠する。 
 聞き取り調査の結果、表８が示す結果となった。表が

示す通り、出店時期①の店舗については借地人と店舗事

業主が一致しており、賃料支払いが発生していない。次

に、出店時期②と出店時期③の店舗については、賃料 N
前後の賃料を支払っていたことが確認できた。また、出

店時期③の時期に出店していた店舗の 6割以上を仲介し

ていた不動産仲介A の話によると、出店時期の賃料は N
前後の安価なものであったことが確認できた他、内装施

工業者αも「個人で事業ができるくらいの賃料」と発言

しており、出店時期③より以前の賃料は一般的に見ても

手頃な価格であったといえる。最後に、出店時期④の賃

料については、2N から 3N の数値を示しており、相対的

に賃料が上昇していることが確認できる。また、不動産

仲介業者 A や内装施工業者αの話によると、賃料は出店

時期②や出店時期③の頃に加え、全体的に 2倍以上、高

いところでは約 4倍に上昇していると言及しており、出

店時期④では賃料が上昇していることが確認できる。ま

た、出店時期④の時期において、地方フランチャイズ店

や企業経営の店舗も参入していることが確認できており、

この点からも比較的資力が大きい店舗が進出する程の賃

料に上昇していることが推測できる。 

表７ 出店店舗の出店年度別分類 

店舗の分類：出店時期 店舗数 調査実施店舗 
①九州大学移転より前に出店した店舗 
(～2009 年) 

8 店舗 A, 店舗 B 

②商業施設開業より前に出店した店舗 
(2010 年~2017 年) 

7 店舗 C, 店舗 D 

③商業施設開業後 3 年以内に出店した店舗 
(2018 年~2020 年) 

13 店舗 E, 店舗 F,店舗
G, 

④2020 年以降に出店した店舗 
(2021 年～) 

22 店舗 H, 店舗 I 

出店年度不明 8 実施なし 
(表 6 を元に筆者作成) 
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5.4 調調査査結結果果：：出出店店動動機機とと事事業業主主のの趣趣向向・・特特性性ににつついいてて 
次に、出店動機や事業主の趣向特性について聞き取り

調査を実施したところ、表９の結果が得られた。まず、

出店時期①の店舗については、先代から受け継いだ店舗

であった。出店時期②と出店時期③の店舗については、

賃料の低さやリノベーションが可能である点、街の雰囲

気等を魅力に感じて進出していた。出店時期②と③で出

店した店舗に等しく共通している点としては「賃料の安

さ」と「店舗改修ができる点」が挙げられる。また、出

店時期②と出店時期③に出店した店舗については、収益

性や市場性を第一義的に置かず、低い賃料の建物を改修

しながら、自身の専門性や独自性、こだわりを表現する

ような人物像が浮かび上がった。このような市場性・収

益性を第一義におかず、独自性を持って事業活動をする

者を「アルチザン(ARTISAN)」定義する。出店時期④の

店舗については、店舗の出店動機に対してより詳細な調

査が必要であるが、表８が示すように賃料が増加してい

る他、フランチャイズ店の出店も確認できることから、

出店動機や事業主の趣向特性について異なる結果が出る

可能性がある。 
 

6 不不動動産産仲仲介介業業者者・・内内装装施施工工業業者者のの役役割割 
6.1分分析析のの流流れれ 
店舗の出店動機や事業主の趣向特性について多角的

に検討するために、同地区に物件を紹介している不動産

仲介業者 A、不動産仲介業者 B、同地区で物件の内装施工

に関わる内装施工業者αに聞き取り調査を行い(表１０

参照)、同地区の物件を紹介する事業主の条件・特徴につ

いて異なる視点から理解を図った。上記３者が不動産仲

介もしくは内装施工を実施した店舗については、表５を

参照すること。尚、本調査は、半構造化インタビューの

手法を用いて行った。 

不動産仲介業者 A・B 及び内装施工業者αへの聞き取

り調査においては、各々の仕事内容、同地区や同地区に

出店する店舗の印象等について聞き取りを行なった。 

 

 

 

表９ 聞き取り調査先店舗の事業業態、出店動機、趣向 
店店舗舗 AA  出出店店時時期期①①  業業態態：：生生活活関関連連  
①1960 年代に出店した店舗で、同地区に立地していた実家を改修して店
舗にしたのが理由。 
②店舗の顧客は近隣に住む者が多く、自分のペースで進める。 
③移転前は学生とも多く交流があり、移転によって寂しくなった。九州大
学があった頃が一番良かった。商業施設ができたことで、「昔は、学生以
外は通り過ぎる町」だったのが、若い人の町になって、休日はよく町を散
策する人をみるようになった。 
店店舗舗 BB  出出店店時時期期①①  業業態態：：美美容容  
①先代から同地区で店舗を経営しており、それを引き継いだ。 
②クリーニングをしている。店舗の顧客は近隣に住む者が多い。 
③移転前は学生街だったが、九大が移転した数年は人通りが少なかった。 
④建物所有(借地人), 賃料なし, 借地代のみ。 
店店舗舗 CC  出出店店時時期期②②  業業態態：：飲飲食食 
①元々六本松２丁目に出店していたが、店舗面積が狭く、賃料がたかった
点を理由に六本松１丁目に移転。路地裏や昭和っぽい雰囲気が気に入った
のと、賃料が低いのが魅力的だった。 
②人の真似は絶対にしない。自分のしたいことをする。他所にないことを
する。できる限り安い値段設定で美味しいものを提供したい。 
③路地が魅力的。最近(2023 年 5 月時点)の六本松１丁目は壊れてきてい
る。昔の大名親富孝通りみたいになっている気がする。今の路地や昭和っ
ぽい雰囲気が残っていってほしい。 
店店舗舗 DD  出出店店時時期期②②  業業態態：：書書店店  
①美術館が近く、路地があり、アートとしてのポテンシャルがある。また、
交通アクセスも良い。ビルだとフラット入れず、事業主の顔も見えないた
め、六本松１丁目は事業を行いやすかった。また、古い家が改装できるこ
とも可能性がある。 
②一つのトピックに特化して、事業をしている。誰でもウェルカムではな
い。お客さんを選ぶ。取材や写真撮影は一切お断りをしている。 
③文化的要素が高い。前向きで信念があり、専門分野がはっきりしている
人が多い。近年では家賃が上がっている。 
店店舗舗 EE  出出店店時時期期③③  業業態態：：飲飲食食  
①元々六本松にこだわりはなかった。不動産仲介業者 A に紹介してもら
ったことが 1 番の理由。現地で見た際に気に入って出店を決めた。賃料が
安いことも理由の一つ。 
②同業他社と競争はしない。自分だけに提供できるものを提供できるよう
に意識している。 
③六本松１丁目は、やりたいことをやっている人が多い印象。「これやっ
たら商売成り立つ」のような収益性を第一義でビジネスをしていない。 
店店舗舗 FF  出出店店時時期期③③  業業態態：：衣衣類類  
①賃料が安かったことが一番の理由。町の雰囲気も良かった。 
②事業が一つのものに特化している。多くのお客さんが来る必要はない。
お客さん一人一人との会話の時間を大切にしたい。 
③こだわりが強い。何か一つのものに特化している人が多い。独自性・専
門性が強いお店が多い。 
店店舗舗 GG  出出店店時時期期③③  業業態態：：衣衣類類  
①歩いた時に雰囲気が良かった雰囲気が良かったのが 1 番の理由。雰囲気
の良さを踏まえると、家賃も安かった。大濠公園への訪問客が多いことや、
近隣で再開発が進んで盛り上がっていることも理由。また、お店がちょう
ど増えていたのも理由の一つ。 
②前職でも飲食をしたいたわけではないので、福岡に出店して学びながら
進めようと考えていた。 
③雰囲気が良い。最近は若い人たちも多い。 
店店舗舗 HH  出出店店時時期期④④  業業態態：：美美容容  
①マンションが建たず、大きい店舗も建てづらいため、店同士の規模の差
が出づらいことが理由。店舗の内容・技術で戦える。地下鉄のアクセスが
良く、家賃が安い。家賃を抑えて、内装にお金をかけることができた。 
②新規の顧客は基本取らない。自分のペースで進めている。 
③六本松１丁目は人通りが多い地区ではないため、美容関連の店舗につい
ては既にお客さんがついている店舗・個人が出店する場合が多いのでは。 
店店舗舗 II  出出店店時時期期④④  業業態態：：飲飲食食  
①ターゲット顧客層である子ども連れ家族が近隣に住んでいるため。 
②店舗はフランチャイズ展開しており、他地区でも系列店がある。大濠公
園や神社にも近く、テイクアウトで購入してくれる顧客もねらいの一つ。
六本松１丁目はイートインができるお店が少ないので、改装してイートイ
ンの場所をつくっている。 
③おしゃれなお店が多い。ナチュラルな雰囲気のお店が多い。 

(筆者による聞き取り調査を元に筆者作成) 
 

表８ 聞き取り調査対象店舗の賃料について 

店舗 出店時期 建物所有 / 賃料 
店舗 A ① 借地人 / 借地料のみ 
店舗 B ① 借地人 / 借地料のみ 
店舗 C ② 賃貸 / 賃料：N 
店舗 D ② 賃貸 / 賃料：N 前後 
店舗 E ③ 賃貸 / 賃料：２N 
店舗 F ③ 賃貸 / 賃料：N 前後 
店舗 G ③ 賃貸 / N 前後 
店舗 H ④ 賃貸 / 2N 前後 
店舗 I ④ 賃貸 / 3N 前後 

(筆者による聞き取り調査を元に筆者作成) 

― 19 ―



 

 

 

 

6.2 不不動動産産仲仲介介業業者者 A のの特特徴徴・・役役割割ににつついいてて 
((11))不不動動産産仲仲介介業業者者AAのの概概要要：：  

まず、不動産仲介業者 Aへの聞き取り調査を実施した。

不動産仲介業者 Aは、2016 年前後から同地区の物件を紹

介し始め、これまで紹介した同地区の物件の数は計 14 軒

である。同氏は、福岡市内で物件を改修して、店舗や住

居として貸し出しており、事業主や店舗、クリエイティ

ブ関連の人のつながりを多く持っている。 

((22))  同同地地区区にに出出店店すするる事事業業主主のの特特徴徴ににつついいてて：：  

同氏は、同地区の物件を紹介する事業主の条件・特徴

について、建物が古く、内装施工をする必要があるため、

古い建物や空間を使いこなせるアート感覚のある人が多

いとした。また、建物が密集しているため、一定のコミ

ュニケーション力があり、近所付き合いができる人が適

しているとした。例えば、同氏が店舗 Dに物件を紹介し

た理由は、美術館が近く、路地があり、文化的要素が強

いからである。また、同地区の物件については、不特定

多数が閲覧できるウェブサイトに掲載はせず、同地区と

相性が良い事業主に対して個別に紹介している。これは、

同氏が同地区を「専門店街にしたい」、「美術館のよう

な町にしたい」という思いからきており、そのためには、

同地区に「個性的な事業主」、「ものづくりやクリエイ

ティブな人」、「市場性ではない(お金を稼ぐことを第一

の目的とせず)、面白いことをしたい人」が入ることが重

要であるとした。また、同氏は 2020 年以降の賃金の上昇

について、「2016 年前後はものすごく家賃が安かった。

アーティストや面白い人が入居することができた。だけ

ど、今(2023 年 5 月)では家賃が 2 倍くらいになってお

り、これが今後の六本松1丁目の課題になると思う。家

賃が上がりすぎると、企業やフランチャイズ店しか入れ

なくなる」と発言していた。 

((33))  イインンタタビビュューー結結果果にに基基づづくく分分析析：： 

上記が示す通り、不動産仲介業者 Aが言及する同地区

に適した店舗や仲介している事業主の趣向や特性が、６

章の店舗への聞き取り調査の結果や「Artisan」の趣向や

特性と類似している。不動産仲介業者 Aは、出店時期③

において店舗に物件を多く紹介していたことから、出店

時期③の事業主が「Artisan」のような特徴を持っている

ことが示唆される。また、賃料が高騰化すると流入する

店舗の種類が変わる可能性がある点に関する発言から、

2020 年以降は、ジェントリフィケーション二段階理論の

二段階目への移行期である可能性が示唆される。 

 

6.3 不不動動産産仲仲介介業業者者 B のの特特徴徴・・役役割割ににつついいてて 
((11))  不不動動産産仲仲介介業業者者BBのの概概要要：： 

次に、不動産仲介業者 Bに聞き取りを行った。不動産

仲介業者 Bは、2022 年に物件を紹介し始め、これまでに

紹介した物件の数は計４軒である。同氏は、福岡市内で

古いビルを改修して、店舗や住居を間貸しているため、

事業主や店舗、クリエイティブ関連の人のつながりを多

く持っている。 

((22))  同同地地区区にに出出店店すするる事事業業主主のの特特徴徴ににつついいてて：： 

同氏は、同地区に進出を希望する事業主について、「自

分達で改修をしたい人」や「クローズでディープな町が

好きな人」、「ワンオペでやっている人」が多いとした。

理由は、賃料が相対的に低く、一日の顧客が限られてい

るため、個人のペースで事業を行いたい人に適している

ためである。 

((33))イインンタタビビュューー結結果果にに基基づづくく分分析析：： 

上記が示す通り、進出店舗が魅力に感じている物件の

改修が可能である点、街の雰囲気等の物的空間の特徴と

一致していることが確認できる。また、事業の特性とし

て、拡張性が強いものではなく、個人のペースに即した

スピード感が適している可能性が示唆される。 

 

6.4 内内装装施施工工業業者者ααのの特特徴徴・・役役割割ににつついいてて 
((11))内内装装施施工工業業者者ααのの概概要要：： 

内装施工業者αは、2016 年に初めて同地区の物件に携

わった。同地区に携わった経緯は、不動産仲介業者 Aか

らの紹介であり、同氏は不動産仲介業者 A の 14 軒の物

件のうち、7軒を同氏が手がけている。 

((22))同同氏氏のの取取引引先先選選定定基基準準とと事事業業主主のの特特徴徴ににつついいてて：： 

同氏は、地区に限って仕事を受けることはしていない

ため、同地区に対するこだわりも強くあるわけではない

とした。一方で、取引先の選定においては、いくつか明

確な基準を持っていることがわかった。一つ目は、知人

もしくは過去の取引先の紹介である点である。内装は、

一定期間を要し、材料費や人件費のコストがかかる長期

的でリスクがある仕事であるため、事業主の人柄が良く、

「この人に協力したいな」や「ここの仕事を受けたいな」

という事業主であることが必要条件とした。個人経営店

舗の人気は事業主の人柄と直結するため、事業主の人柄

の良い店の仕事を受けると、中長期的に自分の手がけた

店舗が人気になることが多いため、そういった面でも事

業主の人柄は重要であると発言している。二つ目は、「新

表 10 不動産仲介業者及び内装施工業者の概要 

聞聞きき取取りり  
調調査査対対象象  

同同地地区区ににおおけけるる  
仲仲介介ああるるいいはは内内装装件件数数  

実実施施年年度度  

不動産仲介業者 A 15 店舗 2016(1 店舗), 2018(4 店
舗), 2019(1 店舗), 
2020(3 店舗), 2021(3 店
舗), 2022(3 店舗) 

不動産仲介業者 B 4 店舗 2022(4 店舗) 
内装施工業者α ７店舗 2016(2 店舗), 2018(2 店

舗), 2022(1 店舗), 
2023(1 店舗) 

(筆者による聞き取り調査を元に筆者作成) 
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しいつながりや新しい発見のような、お金じゃない何か

を持っている人」を選定基準にしているとした。その理

由は、「お金以外の物差しを持って勝負挑戦するという人

の方が後々、将来的な仕事にとってプラスになる」から

であるとした。同氏は、これまでの取引先の事業主・事

業主の特徴として、「どの分野でも平均 80 点取れる人で

はなく、１つの分野のスペシャリスト」、「独自性・専門

性が高い」、「〜にこだわりが強い」、「センスが良い」人

が多いとした。同内装施工業者は、内装施工を事業主や

事業主と一緒に進める仕事の進め方をとっているが、セ

ンスの良い事業主や事業主の仕事を受けることで、店舗

の内装に事業主・事業主のこだわりや趣向が反映され、

最終的に良い内装になることが多いとしている。 

((33))イインンタタビビュューー結結果果にに基基づづくく分分析析：：  

上記が示す通り、内装施工業者αが言及している同地

区に適した店舗や、仲介している事業主・事業主の趣向

や特性が、６章の店舗への聞き取り調査の結果や

「Artisan」の趣向や特性と類似している。ここから、内

装施工業者αが内装を手がけた店舗の事業主は、

「Artisan」のような特徴を持っていることが示唆される。

また、内装施工業者αは、出店時期③に出店した13店舗

のうち５店舗の内装施工に関与しているため、出店時期

③の店舗が同様の特徴を持っていることが言える。 

 

6.5 「「アアルルチチザザンン」」とと「「ナナビビゲゲーータターー」」のの関関係係性性 
店舗と不動産仲介業者・内装施工業者への聞き取り調

査を踏まえると、出店時期③において、「アルチザン」の

特徴をもつ店舗の出店が確認できた。「アルチザン」の出

店については、同地区の物的空間に惹きつけられたこと

に加え、不動産仲介業者や内装施工業者のような仲介者

の貢献が大きい。彼らは、同地区へ出店する店舗の特性

や趣向のフィルタリングとなり、同地区へ出店する店舗

の特性や趣向を限定し、方向づけた。「アルチザン」のよ

うな特性・趣向を持つ事業主の同地区への出店を後押し

した不動産仲介業者や内装施工業者のような仲介者を

「ナビゲーター」と定義する。「ナビゲーター」は、店舗

出店を促し、エリアの独自性を高めるという意味では、

ジェントリフィケーション二段階理論の一段階目の初期

フェーズでの店舗出店に貢献する役割を担っていること

が示唆される。 
 

7 考考察察ととままととめめ：：店店舗舗増増加加メメカカニニズズムムのの考考察察  
本研究は、再開発エリアに隣接している密集市街地に

おける小規模店舗の増加メカニズムを明らかにすること

を目的としている。その調査エリアとして、近年小規模

店舗が増加している福岡県福岡市六本松1丁目を取り上

げた。本章では、同地区の店舗数増加が、物的空間や「ア

ルチザン」の趣向・特性、「ナビゲーター」の役割等がど

のようなメカニズムで貢献しているかについて考察する。 

 

まず、物的空間について、調査エリアは周辺地域の物

的空間と比較して特殊である(表３参照)。具体的には、

建物密度が高く、木造構造の建物割合が著しく高く、低

層(3F以下)建物の割合が著しく高く、古い建築が現存し

ている。これは、既往研究で取り上げられた大阪市の中

崎町などで見られる「築年数が長い木造構造の建物が多

く現存している点」や「賃料が周辺地域と比較して相対

的に低い点」等の物的空間の特徴と類似しており、同地

区も店舗増加に必要な物的空間の一定の特徴を持ってい

ると言える。これは、ジェントリフィケーションの二段

階理論の一段階目における、「賃料が安く、改修可能な物

件にジェントリファイヤーが流入する」という指摘とも

一致しており、同地区の物的空間の特徴が地区の活性化

に貢献していると言える。一方で、出店時期④の賃料上

昇後の出店動機については、サンプル数が少なく、本研

究でその要因の把握には至っていない。ジェントリフィ

ケーションの二段階理論の二段階目では、賃料が上昇し、

ハウスメーカーやディベロッパーなどのステークホルダ

ーが進出し、ジェントリファイヤーの撤退が余儀なくさ

れるという指摘であった。しかしながら、同地区につい

ては、護国神社がその土地を所有している特殊性ゆえ、

ジェントリフィケーションの二段階目が発生しない可能

性も考えられる。同地区での調査を続け、その経過を追

いたい。 

次に、事業主の趣向特性については、出店時期③の店

舗増加の初期段階にて、類似した趣向特性を持つ事業主

の流入が確認できた。彼らは、「収益性や市場性を第一義

的に置かず、低い賃料の建物を改修しながら、自身の専

門性や独自性、こだわりを表現するような人物像」であ

る「アルチザン」の特徴を持っていた。ジェントリフィ

ケーション二段階理論では、ジェントリフィケーション

の初期段階に「衰退した土地を更新する財力」と「衰退

図 7 店舗増加メカニズムの概略図 (筆者作成) 
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した都市に入り込むリベラルな選好」を有しているジェ

ントリファイヤーが流入し、地区のブランディングが向

上し、ジェントリフィケーションが進むと指摘されてい

るが、「アルチザン」も類似した特徴を持っているといえ

る。一方で、「アルチザン」が同地区のブランディングの

向上への寄与や、後発店舗の流入に貢献した証左につい

て、本研究の調査では十分に確認できなかった。他地域

における「アルチザン」の特徴を持った店舗の有無、「ア

ルチザン」の具体的な定義づけ等については、今後の調

査を通して明らかにしていきたい。 

次に、不動産仲介業者 Aや内装施工業者α（「ナビゲー

ター」）が、出店時期③における店舗進出に高い割合で関

与しており、同地区への店舗出店に貢献していることが

確認できた。彼らは、同地区に進出する店舗を趣向や特

性に応じて選定する「フィルタリング」の役割を担って

おり、特に「アルチザン」の特徴をもつ事業主の進出に

貢献していた。既往研究の中崎町の事例においては、キ

ーパーソンが新規店舗の出店や認知度向上に貢献してい

てことが指摘されていたが、本研究の調査エリアにおい

ては、「ナビゲーター」が同様の役割を担っていることが

示唆される。一方で、出店時期④においては、進出店舗

の全体母数におけるナビゲーターの関与店舗数の割合は

大きく減少しており、他の不動産仲介業者や内装施工業

者の進出が予想される。今後の調査において、出店時期

④の出店動機や事業主の趣向特性の変化、ナビゲーター

の役割の変化などに注視して調査を進めていきたい。 

本研究においては、2020年以前の賃料が相対的に低い

時期に進出した店舗の出店動機と地区条件の関係性につ

いては一定の視座が得られたが、2020年以降の賃料上昇

後の店舗の出店動機や増加メカニズムについては十分な

結果が得られなかった。今後、2020年以降に出店した店

舗に対して聞き取り調査を実施し、高い賃料でも出店す

る動機やその成果について、より詳細に調査分析をする

必要がある。また、アルチザンやナビゲーターのより具

体的な向けては、他地区を参考にしながら調査・検討を

進めていきたい。 

 

注注  

注1) 参考文献1)2)を参照 

注2) 参考文献 3)4)5)を参照 

注3) 本研究では、福岡市の都心と天神交差点付近に置

く。天神交差点周辺には、福岡市役所や大型商業

施設が立地しており、近年では、「天神ビッグバ

ン」という名前の再開発プロジェクトも進んでい

る。 
注4) 国土地理院 GISマップを使用して測量。同サイト

では、地球を回転楕円体とみなした近似式にて計算。 

注5) 筆者作成。国土地理院 GISマップを使用。 

注6) 国土地理院 GISマップを使用して測量。同サイト

では、地球を回転楕円体とみなした近似式にて計算。 

注7) 筆者作成。国土地理院 GISマップを使用。 
注8) ゼンリン株式会社が出版する住宅地図(2023年1月

発行)を使用し、研究者が建物数を数えた。 

注9) 戦後から同地区に住んでいる地域住民へのインタ

ビュー調査参照。2023 年 5月 18 日実施。 

注10) 地区に住んでいる地域住民へのインタビュー調査

参照。2023 年４月 21日実施。 

注11) 参考文献11)と参考文献12)、参考文献13)を参照

して、表３を作成した。地価については、株式会

社 Land Price Japan がまとめたウェブサイトを

参照し、六本松の公示地価・基準地価の平均値を

記載した。 

注12) 現地調査・聞き取り調査を実施。現地実施日：2023

年 4 月 13 日、4 月 14日、5月 15 日、5月 16 日、

5月 17日、5月 18 日、5月 19日。インターネッ

ト調査は 2023 年 3月〜2023 年 5月実施。 

注13) 不動産仲介業者 Aに対して聞き取り調査を実施。

現地実施日：2023 年 4 月 17日。 

注14) 筆者作成。六本松１丁目の出店店舗データを元に

作成。 

注15) 賃料はテナントのプライバシーの保護の観点から

具体的な数値は表記しない。 
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